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研究成果の概要（和文）： 本研究は、高精度な核磁気共鳴画像(MRI)を用いて、より詳細な解剖学的構造を描出
できる 画像を歯科臨床へ応用していくことを目的として計画された。CT/MRI融合画像を作成することにより、
下歯槽神経脈管束の描出能がCTよりも向上することを示し、その3次元的な位置関係が把握できることを示し
た。また、この結果は、造影剤を用いずとも、同等の能力を持つことを明らかとした。得られた結果について
は、学会発表と論文発表を行ない、広く周知することに務めた。また、これまで症例報告に留まっていた二分下
顎管についての探索を行い、その全貌を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study was about high resolutional MRI that could be applied to clinical
 dentistry. We established a method of using CT and MRI fusion image, and we clarified its 
usefulness for detecting neuro-vascular bundles in mandible. We also clarified a non-enhancment MRI 
would be sufficient for this purpose. At final, we approached bifid mandibular canals and clarified 
their full pictures. These results were made well known via several presentations on the related 
society meetings and several original papers.

研究分野： 放射線診断学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまで下顎管の描出にはCTが最適であるとの通念を打ち砕き、MRIの方がその検出率が高いこと
を明らかにした。さらに、CTとMRIの融合画像を用いることで、その3次元的な位置把握を可能にした。このこと
は、従来ではCTで下顎管が確認できない症例についても、その位置を特定することが可能にし、外科的処置を行
う上で、より安全な医療を提供できる可能性が生まれたことを意味している。さらに、これまであまり全貌が明
らかではなかった二分下顎管についての知見を提供することができた。今後も、本研究での手法を他部位に応用
することで、画像診断の可能性を拡張できることを確信している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

歯科臨床においては、歯を中心とした顎骨内の嚢胞や腫瘍といった病変を取り扱うことが多い。

また、顎変形症や歯科インプラント治療などでは、顎骨の解剖について事前の精査が求められる。

特に、下顎骨においては、下歯槽神経脈管束が顎骨内を走行しており、上記外科的処置時に、こ

の脈管束を損傷すると、予想外の出血や、術後の感覚異常を引き起こすことになる。従来は、こ

の精査には、従来 CT が主要な役割を果たしてきたが、CT検査も万能ではなく、金属アーチファ

クトやモーションアーチファクト、あるいは骨描出に強い反面その骨の構造が微細で明確に描

出できない場合には、診断に苦慮する。本研究は、高精細な核磁気共鳴画像(MRI)を取得するこ

とで、こうした CT の弱点を補完するとともに、より詳細な MRI 画像情報から歯科臨床に応用で

きる可能性を追求し、より高度な歯科臨床を確立するために計画された。 

 

２．研究の目的 

本研究は、高精細な核磁気共鳴画像(MRI)を用いてより詳細な解剖学的構造を同定し、その結果

得られる画像を歯科臨床へ応用することを目的としている。 

 

３．研究の方法 

研究の対象は、過去に所属機関附属病院にて、高精細なMRI画像 3D-Vomumetric Interporated 

Breath-hold examination: VIBEシークエンスで撮像された画像とした。同一患者のCTのthin 

slice画像が存在する場合にはSyngo.viaワークステーション上で、CT/MRI融合画像を形成し、

一意的に解剖学的構造が同定するよう工夫を施した。 

４．研究成果 

当初、造影剤を用いたMRI画像を解析したところ、3D-VIBEの下歯槽神経脈管束の描出能はCTよ

り優れており、CTで下顎管の同定が不可能な症例であっても、CT/MRI融合画像を作成すること

により、その3次元的な位置関係を把握できることを示した。さらに、造影剤の使用は、その活

用性を狭める可能性が想起されたため、単純MRI検査での下歯槽神経脈管束の描出能について検

討した結果、造影MRIに非劣性で、同等の診断能力を有することが明らかとなった。 さらに、

CT/MRI融合画像を詳細に検討したところ、二分下顎管の発生頻度とそこから分岐する栄養管の



顎骨内分布を明らかにすることができた。こうした研究成果は、学会および論文発表の形で公

表した。また、研究者のWebpageにおける業績一覧にも発表リストの形で公開している。 
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